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１）75歳以上高齢者の増大：国土交通省（2013e）は、75 歳以上高齢者（現在約 1160 万人）は、2025 年に







































止めがかからない状況である。2006（平成 18）年からの6 年間だけで、全国のバス路線合計の 2.7％となる 1





























内燃機関自動車は排気量 50cc以下、乗車定員は 1 人のみである。２）第一種原動機付自転車の次のカテゴリ
ーが「軽自動車」であり、電動自動車1kw以下で、内燃機関自動車は 50ccから 660ccまでで、乗車定員は 4 人
までである。３）「超小型モビリティ」は、その＜原付と軽自動車の中間＞にあるものであり、電動自動車1kw




























































して、道路運送車両の保安基準（昭和 26 年運輸省令 67 号）第 55 条第１項に基づく基準緩和を活用した認定
制度を設ける。制度を運用する上でも「超小型モビリティの認定要領」が制定されており、申請者は地方公
共団体又は地方公共団体が設置する協議会としている。 




























































観光 環境・技術（都心実験） 高齢者・福祉 住宅（郊外、地方）
東北 青森県









































































ドを２か所設置。事前に予約と決済を行える専用のウェブサイトを用意する。実施期間は、2013 年 7 月 20

















モビリティ実験をきっかけとして、2013 年 5 月に「九州市超小型モビリティ導入促進協議会」を設立。2013
年 10 月からは門司港レトロ地区と小倉南区において超小型モビリティを走行開始（事業期間は 2013 年度か






の観光客が利用している。理事長は植木和宏氏で、現在は常勤社員７名とジョブシェア 17 名の計 24 名が働
いている。（５）料金体系、利用時間：料金体系：1000 円／30 分、以後 30 毎に 1000 円。台数２台。電話に



















































営：運営は事業主体である六甲産業株式会社が行う。実施期間は、2013 年 10 月 19 日から約３年間で、営業
時間は９時から 17 時（冬季期間 2013 年 12 月２日から 2014 年３月 18 日は休業）。（５）料金体系、利用時間：









































０代。（２）利用形態は２名が最多：友人・恋人の 41％が最も多く、続いて夫婦の 34％で 2 人乗りが 89％、
1 人乗りは 11％である。（３）回遊性・周遊性増で滞在時間増：１）年間通して約 70％が 9～10 時出発で、
同様に約 50％が 16 時以降に返却し、ランチを挟んでいる。２）利用時間はオフシーズンでは、1 時間ほど短





市圏（東京、大阪、神奈川）：１）利用者で最も多かったのが東京都の 172 人、続いて大阪府 51 人、神奈川




























関東（東京、神奈川））利用者で最も多かったのが福岡県の 142 人、続いて山口県 29 人、広島県 18 人、大阪





て借りる人が多い：本事業を知ったきっかけは、現地 54％、家族・知人から聞いた 15％、ウェブ 10％、テ
レビ・ラジオ・雑誌 8％、チラシ・新聞・広報など 5％であり、圧倒的に現地で見て借りる人が多い。 
 
３．神戸六甲の事例 





２人乗りが約３割：乗車するためのライセンス取得者数は 471 人で同乗者数は 155 人となり、1 人乗りと 2
人乗りの割合はおよそ 7 対 3 となる。同乗者は女性 53％、子ども 47％と半数となっており、家族・夫婦層と
カップル層の双方に利用されている。（３）回遊性・周遊性向上のデータは取っていない：当初より午前・午
後の二部制とし、利用者をなるべく 1～2 時間での使用に誘導し、午前の車両が戻ってくれば急いで給電所ま
で充電に戻りまた戻ってくるという方式でスタート。車の回転数（2 回転）を考えると 2 時間以内利用への
誘導となり、回遊性や周遊性の向上につながっていない。（４）集客圏は近畿、近隣：集客圏は近畿で全体の
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 豊島モビリティ協議会（2014）によれば、年間を通じて利用者の約 70％が午前９時から 10 時の出発とな
っており、同様に約 50％が午後４時以降に帰着している。つまりランチの時間帯を挟む格好で利用している
































































































































































２．2014（平成 26）年 10月 サービス開始 
 サービス概要（永田 2014）は以下の通りである。EV 車両：日産ニューモビリティコンセプト、台数：2014
年 10 月下旬～９台、2015 年３月下旬～１７台、充電スポット：飛鳥駅営業所、石舞台駐車場、あすか夢の
楽市駐車場、明日香村観光会館、その他順次開設予定。貸出場所：近鉄飛鳥駅前営業所（奈良県高市郡明日





















 調査機関：（一社）明日香村地域振興公社。調査期間：2014 年 10 月 15 日～11 月 30 日。調査方法：面接調
査。対象者：利用者の代表（ドライバーが主）。サンプル数：120。１）広域観光移動：永田（2014）によれ
ば、明日香村だけではなく広域に走行している利用者は全体の 44％におよび、高取町へは 39％の利用者がＭ
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